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中
央
式
典
は
、
杉
浦
賢
次

中
央
実
行
副
委
員
長
（
連
合

東
京
会
長
）
に
よ
る
開
会
宣

言
に
よ
り
始
ま
り
、
芳
野
友

子
中
央
実
行
委
員
長
（
連
合

会
長
）
が
主
催
者
を
代
表
し

て
挨
拶
し
ま
し
た
。
芳
野
会

長
は
、
冒
頭
、
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事
侵
攻
に
つ

い
て
「
子
ど
も
を
含
む
多
く

の
民
間
人
が
無
差
別
に
攻
撃

さ
れ
、
平
和
な
く
ら
し
が
壊

さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
に

よ
る
軍
事
侵
攻
は
、
国
際
平

和
と
秩
序
に
対
す
る
暴
挙
で

あ
り
、
改
め
て
厳
し
く
非
難

し
、
即
時
撤
退
を
強
く
求
め

ま
す
」
と
訴
え
ま
し
た
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

る
社
会
・
経
済
活
動
の
停
滞

に
加
え
、
資
源
高
や
供
給
制

約
、
円
安
な
ど
に
よ
る
物
価

上
昇
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

状
況
に
対
し
、「
不
確
実
な
状

況
に
あ
る
今
こ
そ
、
底
上
げ
・

底
支
え
・
格
差
是
正
、
人
へ
の

投
資
、
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ

ネ
ッ
ト
の
強
化
に
つ
な
が
る

政
策
・
制
度
を
通
じ
て
、
雇
用

と
く
ら
し
を
守
り
、
将
来
の

希
望
に
つ
な
げ
る
こ
と
が

重
要
で
す
。
春
季
生
活
闘
争

に
お
い
て
も
、
多
く
の
中
小

組
合
の
仲
間
が
今
ま
さ
に

正
念
場
の
交
渉
を
懸
命
に

展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
交

渉
を
全
体
で
支
援
し
、
こ
れ

ま
で
生
み
出
し
て
き
た
『
賃

上
げ
の
流
れ
』
を
最
後
ま
で

継
続
さ
せ
、
日
本
全
体
へ
広

げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
」
と
述
べ
ま
し
た
。
挨
拶

の
最
後
に
「
内
外
の
情
勢
が

不
確
実
な
時
こ
そ
、
あ
ら
た

め
て
メ
ー
デ
ー
の
意
義
を
確

認
し
、
働
く
こ
と
を
軸
と
す

る
安
心
社
会
に
向
け
て
、
と

も
に
進
ん
で
行
こ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
感
染
症
防
止

対
策
か
ら
人
数
を
制
限
し
参

加
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ

ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
は
、
菅
野

中
央
執
行
委
員
長
を
中
心
に

参
加
し
ま
し
た
。 
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４
月
２９
日
（
金
）
第
９３
回
メ
ー
デ
ー
中
央
大
会
は
東
京
・
代
々
木
公
園
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
参
加
人
数
に
制
限
が
あ
る
な
か
、
約
４
，
８
０
０

名
の
働
く
仲
間
が
３
年
ぶ
り
に
一
堂
に
集
ま
り
、
労
働
条
件
の
改
善
、
人
権
の
確
立
、
平
和
へ
の
思
い
な
ど
を

共
有
し
、
つ
な
が
る
こ
と
、
結
集
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。 
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(２) 

 

 

２
０
２
２
年
度
入
社
の

皆
さ
ま
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
私
た
ち
は
Ｊ
Ｒ
東

日
本
内
の
労
働
組
合
『
ジ
ェ

イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ

オ
ン
（
Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
）
』

で
す
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
唯

一
Ｊ
Ｒ
産
業
最
大
産
別
（
産

業
別
労
働
組
合
）
Ｊ
Ｒ
連
合

（
日
本
鉄
道
労
働
組
合
連

合
会 

組
織
数
８
５
，
０
０

０
人
）
に
加
盟
し
て
い
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
り
、
Ｊ
Ｒ
産
業

を
は
じ
め
交
通
運
輸
産
業
、

サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
厳
し
い

経
営
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
社
会
構
造
が
大
き

く
変
化
し
今
後
も
ま
す
ま

す
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る

で
し
ょ
う
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
は
厳

し
い
経
営
環
境
を
立
て
直

す
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
発
出
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
は
こ
の
施
策
に
前
向

き
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

鉄
道
業
と
し
て
最
重
要
課

題
の
「
命
を
守
る
＝
究
極
の

安
全
」
の
確
立
に
全
組
合
員

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

 

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
は
た

ら
か
せ
、
労
使
双
方
が
胸
襟

を
開
き
本
音
で
協
議
し
、
よ

り
良
い
も
の
を
作
り
上
げ

て
い
く
役
割
が
労
働
組
合

で
す
。 

 

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
・
イ
ー
ス

ト
ユ
ニ
オ
ン
は
一
昨
年
１

０
月
『
会
社
と
共
に
！
～
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
お
け
る
「
真
の

変
革
」
に
向
け
て
～
』
を
発

出
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
よ
る
危
機
に

立
ち
向
か
う
取
り
組
み
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。 

 

Ｊ
Ｒ
東
日
本
内
で
唯
一

企
業
内
労
働
組
合
と
し
て

『
民
主
的
労
働
運
動
』
を
実

践
し
て
い
る
、
『
ジ
ェ
イ
ア

ー
ル
・
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
』

に
加
入
し
、
仕
事
へ
の
誇
り

と
自
信
、
安
心
し
て
働
け
る

環
境
と
希
望
、
「
Ｊ
Ｒ
東
日

本
の
未
来
」
を
い
っ
し
ょ
に

築
き
ま
し
ょ
う
！ 

 

第
26
回
参
議
院
議
員
選

挙
が
７
月
に
行
わ
れ
ま
す
。 

Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
勤
労
者
・

生
活
者
本
位
の
政
治
を
実

現
す
る
た
め
、
選
挙
区
お
よ

び
比
例
区
に
お
い
て
推
薦

候
補
の
必
勝
に
向
け
た
闘

い
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。 

こ
の
間
私
た
ち
の
組
織

を
ご
支
援
、
ご
声
援
し
て
い

た
だ
い
た
「
川
合
孝
典
」
参

議
院
議
員
が
比
例
区
か
ら

挑
戦
を
し
ま
す
。 

 
 
 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
営

危
機
や
、
自
然
災
害
に
よ
る

鉄
道
の
災
害
復
旧
、
防
災
・

減
災
対
策
に
積
極
的
に
関

り
を
持
ち
、
精
力
的
に
働
き

か
け
を
行
っ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

今
後
も
、
持
続
可
能
な
地

域
公
共
交
通
の
実
現
や
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
未
曾
有
の
経
営
危

機
へ
の
支
援
な
ど
問
題
が

山
積
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
の
感
謝
に
応

え
必
勝
に
向
け
て
最
大
限

の
取
り
組
み
を
展
開
し
ま

し
ょ
う
。 

 ・
比
例
区
重
点
候
補
者 

 

川
合
孝
典 

（
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
） 

 

矢
田
わ
か
子 

（
電
気
連
合
） 

 

柴 

慎
一 

 
 
 

（
Ｊ
Ｐ
労
組
） 

 

竹
詰 

仁 

 
 
 

（
電
力
総
連
） 

 

・
選
挙
区
重
点
候
補
者 

 

伊
藤
孝
恵 

 

福
山
哲
郎 

 

古
賀
之
士 

 

足
立
信
也 

 

小
西
洋
之 

 

蓮 

舫 

第
１
０
回
定
期
大
会

開
催
に
つ
い
て 

 

本
部
は
第
９
回
中
央
執

行
委
員
会
に
お
い
て
第
１０

回
定
期
大
会
を
左
記
と
お

り
決
定
し
ま
し
た
。 

 

日
時 

 

令
和
４
年
７
月
１５
日
（
金
）

１３
時
か
ら 

場
所 

田
町
交
通
ビ
ル
Ａ
会
議
室 

※
代
議
員
・
特
別
代
議
員
の

選
出
に
い
つ
い
て 

・
選
挙
管
理
委
員
会
設
置 

 

令
和
４
年
６
月
４
日
（
金
） 

・
選
挙
区 

 

地
方
本
部
単
位
と
し
、
東

京
地
本
・
横
浜
地
本
は
関

東
エ
リ
ア
地
協
と
し
て

選
出
す
る
。 

・
選
挙
の
告
示 

 

令
和
４
年
６
月
１３
日
（
月
） 

・
立
候
補
の
受
付 

 

令
和
４
年
６
月
１３
日
（
月
）

１０

時
か
ら
６
月

１６

日

（
木
）
１２
時
ま
で 

・
投
票
日 

 

令
和
４
年
６
月
２０
日
（
火
）

１０
時
か
ら
１８
時
ま
で 

（
不
在
者
投
票 

令
和
４

年
６
月
１７
日
（
金
）
１０
時

か
ら
６
月
１９
日
（
日
）
１８

時
） 

・
開
票
日 

 

令
和
４
年
６
月
２１
日
（
火
）

１８
時
か
ら
２０
時 

か
わ
い
た
か
の
り
参
議
院
議
員

の
必
勝
に
向
け
組
合
員
総
力
で

取
り
組
も
う
！ 


